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要旨 

 定番ラムネであるフエラムネというお菓子がある。このフエラムネの音の鳴る仕組みについ

て調べることにした。そこで３Ｄプリンターを用いてモデルを作製し、その形状と生じる音の大

きさや高さとの関係性について研究した。その結果、フエラムネ内の空間の大きさに関係がある

ことが予測された。 

 

１.はじめに 

1.1 研究全体の目的 

 コリス株式会社の看板商品で、定番ラムネであるフエラムネというお菓子がある。このフエ

ラムネの音の鳴る仕組みについて調べたが、あまり詳しく調べている研究が見つからなかったた

め調べることにした。 

参考文献[1]、[2]によるとカルマン渦が生じる事によって音が鳴るとある。カルマン渦とは流

体中で固体を動かしたときにその後方に交互にできる渦の列のことである。しかしこのサイトの

中には実験データもなく、本当にフエラムネの中でカルマン渦ができることによって音が鳴って

いるのかという根拠があまりなく、パラメータを変えると音量や音の高さにどのような変化が起

きるのかが気になり、高崎高校にある３Ｄプリンターを用いて調べることにした。また、インタ

ーネットで調べたところヘルムホルツ共鳴、キャビティトーン、エッジトーン、気柱の共鳴が音

に関わっているということもわかった。 

 

 

1.2 研究の仮説 

 様々なパラメータを持つフエラムネ（空間の幅、奥行き、穴の大きさの異なる）のモデル

を作製し、音の大きさや高さを測定することで関係性が導き出せると考えた。 

 

２.検証実験 

2.1 実験1 

2.1.1 実験方法 

①３Dプリンターで図１にあるようにＸ,Ｘ’,Ｙ,Ｙ’の値を変えて、図２のフエラムネに似せた

3Dモデルを作る。 
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     図１ ３Ｄモデル          図２ ３Dプリンターで作製した３Ｄモデル 

Ｘ ：フエラムネ内にある円柱型の空洞の深さ(mm) 

Ｘ’：空気が通る穴の直径(mm) 

Ｙ ：フエラムネ内にある円柱の長さ(mm) 

Ｙ’：フエラムネの空洞から反対側までの長さ(mm) 

 

 



②特定の人が5回吹いて、図３のように音が鳴ったときのスペクトルを調べ、基本振動数の平均

値を測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図３ スペクトルによる振動数の測定 

 

③パラメータを変化させたときにどのように基本振動数が変化するかを調べる。 

 

 

2.1.2 実験結果 

図４をみると、他のパラメータを固定し、空間の幅Ｙを大きくすると振動数が低くなることが

わかる。また、空間の深さＸを大きくすると振動数が低くなることが示唆される。図５は空間の

幅と深さを固定し、風の通り穴の直径や穴の長さを変化させたものであるが、振動数はほとんど

変化していないようにみえる。また、穴の直径が小さく、4mmの場合には音を鳴らすことはでき

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図４ Ｘ’、Ｙ’を固定した場合の基本振動数 

 

 

 

 

 

 

           図５ Ｘ、Ｙを固定した場合の基本振動数 

 

2.1.3 考察 

ヘルムホルツ共鳴について調べた際、体積が大きくなるほど振動数が低くなるとあった。ま

た、口笛はヘルムホルツ共鳴が主に関係しており、口の大きさ（空間の体積）を変えることで音

の高さを変えているとあった。ヘルムホルツ共鳴が関係している可能性がある。 

 

 

 

 

形状（Ｙ’Ｘ’ＸＹ） 8444 8644 8844 

基本振動数（Hz） × 4900 4850 

形状（Ｙ’Ｘ’ＸＹ） 4444 4644 4844 

基本振動数（Hz） × 4500 5200 

 基本振動数 



2.2 実験２ 

2.2.1 実験方法 

①実験１で用いた３ＤモデルのうちＸのみを変化させたものを送風機に直接つけて、大幅に音の

大きさが上がり始めているところの振動数を測定する。 

②測定値とヘルムホルツ共鳴を用いて計算した理論値と比較をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.2 実験装置 

 図６のような実験装置を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

                           

図６ 送風機による測定装置 

 

 

2.2.3 結果 

図７より，Ｙ’Ｘ’ＸＹ=8888のときは、以下の結果となった。 

ヘルムホルツ共鳴  44616Hz 

気柱の共鳴（開管） 7083Hz             

       （閉管） 3541Hz 

キャビティトーン  6439Hz 

測定値       2900Hz 

これより、キャビティトーンや気柱の共鳴は測定値と比較的近い値になった。また、ヘルムホル

ツ共鳴で求められた値が測定値よりも大幅に振動数が大きくなった。 
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図７ 送風機による測定結果 

 

 

2.2.4 考察 

ヘルムホルツ共鳴とフエラムネの音のなる仕組みは関係があまりないと考えられる。フエラム

ネの音はキャビティトーンや気柱の共鳴と関係している可能性が高いと考えられる。これらか

ら、口の中の空洞でヘルムホルツ共鳴が起きている可能性という考え方もできる。 

 

 

2.3 実験３ 

2.3.1 実験方法 

①送風機を用いて徐々に風速を上げ、実験２と同様の実験を行う。 

②口で吹いて徐々に風速を上げ、実験２と同様の実験を行う。 

 

2.3.2 結果 

 ①、②の測定結果を比較すると、ほとんど同じ結果となった。 

 

2.3.3 考察 

口で吹いたときに声道での気柱の共鳴や口の中でヘルムホルツ共鳴が起きて振動数に影響を与

える、ということはないと考えられる。 

 

 

３.まとめ 

3.1 結論 

実験から、フエラムネの音の仕組みには気柱の共鳴が関係している可能性が高いと考えている

が、計算値より測定値が少し低くなっていることから、気柱の共鳴が関係しているといっても、

フエラムネの中は完全な気柱の共鳴とは考えにくい。単純な気柱の共鳴ではなく少し変わった空

気の流れをしているのではないかと考えられる。 

 

3.2 今後の展望 

５円玉２枚を少し離して吹くと鳴るという現象がある。フエラムネで音が鳴るしくみと関係性

があるのではないかと思っているため、このような現象をもとにフエラムネで音がなる仕組みに

ついてさらに考えていきたい。 
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